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A 君 —— 見たところ はもう 四十 近い 紳士で あるが、 

ひどく 元気の いい 学生 肌の 人物で、 「野人、 礼に ならわ 

ず。 はなはだ 失礼で はあり ますが …… ごと、 いうよう 

な 前置き をした 上で、 すこぶる 軽快な 弁舌で 次の ごと 

き 怪談 を 説き はじめた。 

僕の 郷里 は 九州で、 かの 不知火の 名所に 近いと ころ 

だ。 僕の 生れた 町に は 川ら しい 川 もない が、 町から 一 

里 ほど 離れた 在に 入る と、 その 村 はずれに は 尾花 川と 



上がった ので、 涼しい 木の かげへ 引き込んで しばらく 

休ませて やる。 われわれ も 汗 を ふいて まず ひと 息つ く 

という 段になる と、 かの 青年 は 俄かに あっと 叫んだ。 

「畜生 〔# 「畜生」 は 底本で は 「蓄生 匕。 また 逃げた かご 

誰が 逃げた のかと 思って 見 かえると、 かの 芸妓ら し 

い 女が いつの 間に か 姿 を かくした の だ。 われわれが 馬 

の 介抱に 気 を とられて、 夢中に なって 騒いで いるう ち 

に、 彼女 は 何処へ か 消え失せて しまった らしい。 なぜ 

逃げた のか、 なぜ 隠れた のか、 僕に は 勿論 わからな かつ 

たが、 青年 は 一 種 悲痛の ような 顔色 をみ せて 舌打ちし 

た。 そうして、 これから どうしようかと 思案して いる 



ない。 僕 も 半額 を 受取って、 カバン ひとつ を 引つ さげ 

て 歩き 出す と、 青年 も 一緒に 列んで 歩いて 来た。 こう 

なると 僕 も 彼と 道連れに ならない わけに は 行かない。 

さ 

僕 は 歩きながら 訊いた。 

「あなた は 何処までお いでです ご 

「KB の 村まで まいります ご と、 かれは 丁寧に、 しか 

も は つ きりと 答えた。 

「じゃあ、 おなじ 道です ね。 僕 は MK の 町まで 帰る の 

です ご 

こんな ことから だんだんに 話し合って、 僕が MK の 

町の 秋 坂の せがれで あると いう ことが 判る と、 青年 は 



更に その 態度 を あらためて、 いよいよ その 挨拶が 丁寧 

になった。 僕の 家 は 別に 大家と いうので はない が、 な 

にしろ 土地で は 屈指の 旧家に なって いるので、 かれ も 

秋 坂の 名 を 知っていて、 そのせ がれの 僕に 対して 相当 

の 敬意 を 表する ことにな つたら しい。 彼 は 小さい 風呂 

敷 包み 一 つ を 持って いる だけで、 ほとんど 手 ぶら 同様 

だ。 僕 も カバン ひとつ だが、 その なかには 着物が ぎつ 

しりと 詰め込んで あるので 見る から 重そう だ。 かれは 

僕が しきりに 辞退す る にもかかわらず、 とうとう 僕の 

カバ ンを さげて 行つ て くれる ことにな つ た。 

青年 はもち ろん 瞎脚 「# 「健脚」 は 底本で は 「建 脚 匕 ら 



の KB 村の 勝 田 良 次と いう 男で、 本来 は 農家で あるが、 

店で は 少しば かりの 荒物 を 売リ、 そ の 傍ら に は 店の さ 

し よ うぎ 

きに 一 一 脚 ほどの 床几 をなら ベ て、 駄菓子 や 果物 ゃパ ン 

など を 食わせる 休み茶屋の ような こと もして いるの だ。 

「いっそ 農 一方で やって いく 方が いいので すが、 祖父 

の 代から 荒物屋 だ の 休み茶屋 だ の、 いろいろの 片 商売 

を はじめた ので、 今 さら 止める わけに も 行かず、 却つ 

てうる さくて 困ります。 それが ために 妹まで が碌 でも 

ない 者に なって しまいました ご と、 かれは 僕の カバン 

を さげて 歩きながら 話した。 

店で いろいろの 商売 をして いるので、 妹のお むつ は 



よほど 曲って いくので、 僕 は 堤の 芒に わかれ を 告げて、 

堤 下の 路を 真っ直ぐに あるき 出す と、 暗い なかから 幽 

霊の ように ふらふらと 現われた ものが ある。 思わず 立 

ち どま つ て 窺つ てみ ると 〔# 「窺って みると」 は 底本で は 

「窮 つてみ ると 匕、 この 暗やみで どうして 判った のか 知 

らな いが、 その 人 は 低い 声で 言った。 

「秋 坂さん じ や) y ざいません かご 

それ は 若い 女の 声であった。 

尾花 川の 堤に はとき どきに 狐が 出るな どと いうが、 

まさかそう でも あるまい と 多寡 をく くって、 僕 は 大胆 

に 答えた。 



「そうです。 僕 は 秋 坂です ご 

幽霊 か 狐の ような 女 は、 僕の そばへ 近寄って 来た。 

「先日 はどう も 失礼 をいた しました ご 

暗い なかで 顔 かたち はわから ない が、 僕 ももう 大抵 

の 鑑定 は 付いた。 

「あなた は 勝 田の 妹さんです かご 

「そうで) J ざいます。 」 

果して 彼女 は 勝 田 良 次の 妹の 芸妓であった。 と 思う 

間もなく、 女 はまた 言った。 

「あなた はこれ から 町の 方へ お帰りで ございます かご 

うち 

「は あ。 これから 家へ 帰ります ご 



「では、 御 一緒にお 供 させて いただけますまい か。 わ 

たくし も 町の 方まで 参りたい のです がご と、 女 は 僕の 

方へ いよいよ 摺 〔# 「摺」 は 底本で は 「擢匕 り 寄って 来 

た。 

いや だと もい えない のと、 この 女から 何 かの 秘密 を 

聞き出して ゃリ たいとい うような 興味 もま じって、 僕 

は 彼女と 列んで 歩き 出した。 

「あなた は 前から 巿 野さん を 御存じです かご と、 女 は 

frt ヽ iy。 
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巿 野と 一緒に あるいて いたの は、 この 女であった こ 

とがいよ いよ 確かめられた。 それから だんだん 話して 



も 繰 返す のもう る さいから、 かいつまんで その 筋道 を 

紹介す ると、 女 は 再び 故郷の 村へ 帰って、 今度 こそ は 

辛抱す る 気で 落ちついて いると、 また 例の 官女が 枕 も 

とへ 出て くる。 そうすると 無暗に 巿 野が 恋しくなる。 

我慢が 仕切れ なくなつ てまた 飛び出す と、 途中で また 

悪い 奴に 出逢って、 暗い 魔窟へ 投げ込まれる。 そうい 

うこと がた び 重なって、 しまいに は 兄の 方で も 尋ねて 

来ない。 こっちから も 便り をし ない。 音信不通で 幾年 

を 送る あいだに、 女 は 流れ 流れて 門 司の 芸妓に なった _ 

あいまい 茶屋の 女が、 ともかくも 芸妓に なった の だ 

から、 彼女と して は 幾らか 浮かび上が つたわけ だが、 



中、 ちょうど あなたに お 目に かかつ たんです。 飛んだ 

道連れに な つ て、 さだめし 御迷惑で ございま しょうが、 

実は 警察が どの辺に あるか 存じません ので、 あなたに 

御 案内 を 願 いたいので) J ざ います ご 

女の 話 はまず これで 終った。 

実際、 僕 も 迷惑 を 感じないでも なかった が、 さりと 

て 冷やかに 拒絶す るに も 忍びない ような 気がした ので、 

素直に 承知して 警察まで 一緒に 行く ことにな つた。 そ 

の 途中で 女 は 又 こんな こと を 言った。 

「ゆうべ も、 いつもの 官女が 枕 もとへ 来ました ご 

水中の 幽鬼の 影が 女のう しろに 付き纏って いるよう 



にも 思われて、 気の 弱い 僕 はまた ぞっとした。 

尾花 川 堤の 人殺し は、 狭い 町の 大 評判に なった。 殊 

に その 加害者が 芸妓と いうの だから、 その 噂 はいよ い 

よ 高くな つた。 その 当夜、 現場で 被害者に 出逢った の 

は 僕 ひとりで、 また 一 方に は 加害者 を 警察まで 送って 

来た 関係 も あるので、 僕 は # 一 の 参考人と して 警察へ 

も 幾た びか 呼び出された。 予審 判事の 取調べ も 受けた。 

そんな わけで、 九月の 学期が 始まる 頃に なっても、 僕 

は 上京 を 延引し なければ ならない ことにな つた。 

十月に なって、 僕 はいよ いよ 上京した が、 彼女の 裁 

判 はま だ 決定し なかった。 あとで 聞く と、 あくる 年の 
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